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第 4 章で著者は、国語科「書キ方」から 1941（昭和 16）年の「国民学校令」によって新たに誕
生した芸能科「習字」に至るまでの過程について、書字教育論から二元的内容が失われていくこと
を確認している。第 1節では佐藤隆一が新たに提唱した、芸術性と言語的実用性による二元的な書
字教育論を取り上げ、その意義について確認している。第 2節では、国定第四期「書キ方」教科書
に注目し、「書キ方」において手本の語義に関心が向き、言語的実用性の意義が再評価されつつあっ
たことを指摘している。芸能科「習字」の成立を検討した第 3節および第 4節では、水戸部や佐藤
によって提唱された二元的な書字教育論に対して、芸術教育へと一元化していく過程について確認
するため、芸能科「習字」の成立に大きく貢献したとされる石橋啓十郎の教育書道論をとりあげ、
石橋の主張として、毛筆書字教育の言語教育からの離脱と精神修養としての毛筆芸術主義への一元
化が画策されていたことを確認し、芸能科「習字」においては、言語的実用性が求められていなか
ったことの問題点を指摘している。 
終章で著者は、二元的書字教育論の展開を辿った成果の一つめとして、書字教育の意義について
考える際、言語的実用性を視野におさめるべきこと、さらには書字教育における言語理解の機能を
重視すべきことを挙げ、二つめとして、書字教育の目的を一元化することの問題を確認している。
こうした二元的書字教育の観点からみるならば、書字教育において芸術性を探求する場合の課題と
して、従来から指摘されていた「相手意識」に基づく他者にとっての読みやすさ、という伝達の手
段としてのみ捉えるのではなく、言語理解行為を通した自己の思考の手段である側面を見出すこと、
すなわち書字教育が、単なる他者への意思伝達の機能や、芸術性の発露という表現行為の学習にと
どまらない、自己陶冶の側面も担っていることを指摘している。 
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本研究はこれまで十分には明らかにされていなかった近代学校教育史における書字教育の学科・
科目としての成立、展開の過程を著者の設定した枠組みに基づき各種資料に基づいて詳細にたどり、
明らかにしたところに国語教育の歴史研究としての第一の意義がある。さらにまた、この間の検討
を通して今日の書字教育のあり方を検討し、教育実践を評価するうえで必要となる論点の候補を提
示した点に本研究のもう一つの意義が認められる。 
平成２９年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（教育学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
